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アジア の窓  

ハ 

ン 

グ 

ル 

語 
　
今
か
ら
四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ム
ニ
バ
ス
科
目

で
あ
る
『
ア
ジ
ア
を
知
る
十
二
章
』
で
い
つ
も
の
如
く

〈
言
語
で
見
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
…
朝
鮮
半
島
〉
を

講
じ
た
。
講
義
後
学
生
が
書
い
た
「
講
義
概
要
」
を
読

ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
主
張
に
目
が
留
ま
っ
た
。
韓

国
人
留
学
生
が
書
い
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
ハ
ン
グ

ル
語
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
韓
国
語
も
朝
鮮
語
も
漢
字

語
で
す
か
ら
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
講
義
の
中
で
、
①
朝
鮮
半
島
に
住
む
人
々
が

使
う
言
語
に
つ
い
て
韓
国
語
と
朝
鮮
語
と
い
う
呼
称
が

あ
る
、
②
現
在
の
韓
国
で
は
韓
国
語
、
北
朝
鮮
で
は
朝

鮮
語
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
、
③
戦
前
は
朝
鮮

で
も
日
本
で
も
呼
称
は
朝
鮮
語
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
今

の
日
本
で
は
韓
国
と
の
関
係
の
深
ま
り
も
あ
っ
て
韓
国

語
と
い
う
呼
称
が
優
勢
で
あ
る
、
④
ハ
ン
グ
ル
語
と
い

う
呼
称
を
見
か
け
る
が
、
こ
れ
は
日
本
語
を
ひ
ら
が
な

語
と
言
う
の
に
等
し
く
、
韓
国
人
に
対
し
失
礼
で
あ
る

か
ら
使
わ
な
い
よ
う

に
、
と
話
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
上
記
の

韓
国
人
留
学
生
の
主

張
は
筆
者
に
と
っ
て

驚
き
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
留
学
生
の

主
張
に
は
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ハ
ン
グ
ル
の
使
用
＝
愛
国
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　
韓
国
が
ハ
ン
グ
ル
（
訓
民
正
音
）
と
い
う
民
族
固
有

の
文
字
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
十
五
世
紀
半
ば
、
朝
鮮

王
朝
四
代
目
の
世
宗
が
学
者
に
作
ら
せ
た
も
の
で
あ

る
。
民
族
が
独
自
の
文
字
を
持
つ
こ
と
は
そ
の
民
族
の

主
体
性
、
文
化
の
独
自
性
を
確
立
す
る
こ
と
で
も
あ

り
、
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
日
本
が
ひ
ら
が
な

を
持
つ
に
至
っ
た
の
が
九
世
紀
半
ば
で
あ
る
こ
と
と
比

較
す
る
と
、
六
〇
〇
年
の
遅
れ
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
韓

国
で
は
陸
続
き
の
中
国
か
ら
の
文
化
的
影
響
が
強
か
っ

た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
解
放
後
南
北
朝
鮮
と
も
言
語
政
策
で
は
ハ
ン
グ
ル
専

用
化
政
策
が
採
ら
れ
た
。
漢
字
使
用
＝
事
大
主
義
（
自

主
性
を
欠
き
、
勢
力
の
強
大
な
国
に
付
き
従
う
さ
ま
）

と
い
う
受
け
止
め
方
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に

事
大
主
義
排
撃
を
政
治
的
信
念
と
す
る
朴
正
熙
大
統
領

の
時
代
に
は
、
一
時
期
で
は
あ
る
が
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
の
全
教
科
書
か
ら
漢
字
が
完
全
に
追
放
さ
れ
た
。

　
現
在
韓
国
で
は
漢
字
は
中
学
校
で
九
〇
〇
字
、
高
校

で
九
〇
〇
字
が
教
え
ら
れ
て
い
る
。
文
章
も
一
応
国
漢

文
併
用
（
ハ
ン
グ
ル
漢
字
混
じ
り
文
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
建
前
で
、
韓
国
の
新
聞
や

雑
誌
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
、
漢
字
は
殆
ど

見
当
た
ら
な
い
。
Ｉ
Ｔ
革
命
で
英
語
教
育
強
化
論
の
強

ま
り
も
あ
っ
て
、
漢
字
は
ま
す
ま
す
そ
の
存
在
感
を
無

く
し
て
い
る
。
金
大
中
政
権
時
代
に
道
路
や
駅
名
に
漢

字
表
記
も
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
焼
け
石
に

水
の
感
が
あ
る
。
副
作
用
が
色
々
と
指
摘
さ
れ
つ
つ

も
、
ハ
ン
グ
ル
専
用
化
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
（
野
副
伸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

　
４
、
道
半
ば
の
ミ
レ
ミ
ア
ム
開
発
目
標

　
国
連
ミ
レ
ミ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
二
〇

〇
〇
年
の
国
連
ミ
レ
ミ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
南
々
協
力
が
着
実
に
拡
大

す
る
中
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
国
際

貿
易
金
融
資
本
構
造
の
変
化
に
伴
い
経
済
成
長
し
て
き

て
い
る
と
は
い
え
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
生
活
の
質
の
改

善
と
貧
困
問
題
は
依
然
と
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
抱
え

る
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
一
九
九
〇
年

水
準
を
基
準
に
国
際
社
会
が
二
〇
一
五
年
ま
で
に
①
五

歳
未
満
の
幼
児
死
亡
率
を
三
分
の
一
に
削
減
す
る
②
飢

餓
に
苦
し
む
人
口
を
半
減
す
る
③
す
べ
て
の
子
供
の
初

等
教
育
就
学
を
実
現
す
る
な
ど
の
八
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
経
済
成
長
を
開
始
し
た

と
は
い
え
、
貧
困
削
減
や
エ
イ
ズ
撲
滅
な
ど
の
目
標
達

成
は
遅
々
と
し
て
い
る
。
一
日
当
た
り
一
ド
ル
未
満
で

生
活
す
る
人
々
は
九
億
人
以
上
い
る
と
推
計
さ
れ
、
そ

の
大
部
分
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
集
中
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
や
飲
み
水
に
不
自
由
し
て
お
り
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南

の
人
々
の
大
部
分
は
こ
の
絶
対
的
貧
困
水
準
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
経
済
成
長
の
成
果
が
保
健
衛
生

や
教
育
な
ど
の
生
活
の
質
の
改
善
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

波
及
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
経
済
成
長
の
果
実
を
享
受
す
る
一

方
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
様
に
格
差
社
会
に

入
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
① 

こ
の
外
イ
ジ
ウ
ム
、
希
土
類
、
ニ
オ
ブ
、
タ
ン
タ
　
　

　
　
　
　
ル
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ュ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
が
あ
る
。

　
（
み
き
と
し
お
・
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。


